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Abstract
In their research on the “Holy Manʼs Rebellion,” a millenarian movement that occurred in
Thailand and Laos during the early twentieth century, historians have uncovered the concept of
eschatology and belief in Maitreya. However, the idea of the eschatological salvation of the Lao, as
derived from the Four Palm Leaf Manuscripts, has not yet been revealed. In addition, we do not
know whether the Holy Manʼs Rebellion, in accordance with the tenets of Buddhism, was what
influenced the spiritual belief systems of Lao society. Hence, in this study, we aim to reveal the
concept of eschatological salvation and its connection with Cakkavatti, as well as the historical
meaning of the Holy Manʼs Rebellion, in the context of Lao spiritual beliefs. We achieve this aim by
analyzing the Four Palm Leaf Manuscripts that were handed down to temples, and also through
the holy menʼs preaching to the Lao. We found that the eschatological savior of the Lao in the
beginning of the twentieth century was a Cakkavatti; this belief was reflected in the divine right
of kings. Furthermore, the holy men considered spiritual beliefs as being lower than Buddhist
beliefs. This suggests that the words of holy men, who spoke hierarchically about Buddhism and
spiritual beliefs, were spread among a wide range of peoples and became embedded within Lao
society. Therefore, we discovered that there was significant meaning to the Laoʼs thoughts about
subjectivity as well as the historical significance of the Holy Manʼs Rebellion.
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1 ) 本稿でのシャムの「東北地方」とは，現在の東北タイ (イーサーンと呼ばれる) と，ラオスやカン
ボジアの一部となっている地域をさしている。またラオは「東南アジア大陸部でメコン川中流から
下流部にかけての地域，すなわち今日のタイ国の東北地方とラオス人民民主共和国 (以下ラオスと
表記) の主要住民で，ラオと自称ないし呼ばれてきた人びとの総称」とした林 [1998: 686] の定義
に従っている。





3 )「有徳者の反乱」の研究史については， Chaiyan [1984] と Kampol [2009; 2012] が詳しい。特に
Kampol は近年，トンチャイの国民国家論 [2003] を踏まえつつ，「有徳者の反乱」について，それ
を山地民の反乱史の中に位置づけて研究し，これまでの「有徳者の反乱」像を批判的に相対化する
という，非常に優れた成果を提出している。また近年ではラオス史の側からも研究が進み，スチュ
アート-フォックス [2010] や Gay [2002] が「有徳者の反乱」について言及している。また，国
境や民族を超えた「有徳者の反乱」の拡がりに着目したMurdoch [1974] や，国家統合には収ま
らない東南アジアの山岳諸民族について言及した Scott [2009] の議論を踏まえて，「有徳者の反
乱」におけるチャムパーサックの王家の役割を論じた Baird [2013] もある。このように，近年に
おいてタイとラオス両国における「有徳者の反乱」に関する研究は，ナショナルヒストリーの相対
化という文脈において進展してきている。
4 ) Ted [1967] から始まり，Keyes [1973] や Murdoch [1974]，Phaithun [1974] などが成果を提
出している。またマルクス主義の視点から民族運動をとらえたものとしてはチャティップ (Chatthip)
[1984; 1987] や Tanabe [1984] を参照のこと。
5 ) Chalong [1984] や Charnvit [1979]，石井 [1972]，伊東 [1991]，Keyes [1977]，Sunsi [1982]，
Wilson [1997] を参照のこと。





































分野から指摘されてきた。たとえば林は，1902 年の「ラタナコーシン暦 121 年サンガ統治法」
(以下サンガ統治法) による仏教改革が，東北地方のラオ人社会において徐々に具体化してい



























7 ) 仏教の国教化について林は「タマユット派 (Thammayut Nikai) による仏教純化・統制が直接，間
接的にもたらした仏教サンガ組織の中央集権的官僚制化，土着信仰の排除，東北地方における瞑想
修行の隆盛の過程」と位置づけている [林 2000: 308-309]。











で中央集権を強め [石井 1975]，このサンガ統治法は 1908年までに現在の東北タイの全域，
そして 1924 年までには全国に適用された [Arawon 1981]。
とはいえ，こうした成果が東北地方において具体的にあらわれるのは，林も指摘しているよ


















































僧侶を送り込んだ [Pathom 2003: 181]。その僧侶たちが伝えた地方の実態に関する報告は，

















25 km の地帯 (メコン川西岸幅 25 km の武装解除された中立地帯 ※筆者註) に行くこと
だった。有徳者は，愚かな者や普通ではない者，蒙昧な者，強欲な者を探して勧誘し，本














































とを紹介している [チット 1992: 276]。










[ibid.]。現在，この 4 巻の写本『都の地の縁起 (Nangsue Phun Muang Krung)』[NA. R. Ⅴ.
Mo. 2. 18/10: 95-103] と『インドラ神の縁起 (Nangsue Phraya In)』[NA. R. Ⅴ. Mo. 2. 18/10:
104-110]，『転輪聖王の縁起 (Nangsue Thao Phraya Thammikarat)』[NA. R. Ⅴ. Mo. 2. 18/3:





について説明した 1902 年 6月 7 日付けの書簡には「(「有徳者の反乱」の ※筆者註) すべて
の始まりは諸寺に古代から伝わる縁起である。ラオ語で書かれたこの縁起はすなわち『インド

















































刷物に変わるのは 1940 年代以降のことである [津村 2002: 76]。よって当該期においての識字率は
極めて低かったといえる。
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ただし実際のところ，嵐の大異変が起きて良き人間も困難に陥るという現象は，仏暦 2098
年 (西暦 1555 年) から始まっていた。仏暦 2248 年 (西暦 1705 年) には，ムアン・ラーン
サーンは敵のムアンとなり，幸福はなくなってしまう。仏暦 2303 年 (西暦 1760 年)，ハンタ
ワディがアユタヤを囲う。人々や動物が死んだり，子は親と離別したりする。
仏暦 2307 年 (西暦 1764 年) には，動物は数えきれないほど死ぬ。ムアン・ノーンソーンが
捨てられてから 4年後の 2329 年 (西暦 1786年)，人々は森へと逃げる。酉・戌年 (西暦 1790
年・1791 年) になれば，7 日 7晩の暗闇が訪れ，鬼がやってきて悪業多き者を食べる。『イン
ドラ神の縁起』がない者は血を吐き死ぬことになる。









るのは仏暦 2098年 (西暦 1555 年) のことである。この頃から人々は困難に陥るが，ナレース


















また縁起では，仏暦 2303 年 (西暦 1760 年)，ハンタワディがアユタヤを囲うとある。これ
は 1760 年代，ビルマの新王朝アラウンパヤーがタイ系の諸ムアンに侵攻したことをさすので
あろう。1760 年にはアラウンパヤーがアユタヤ遠征を実施，1764 年にはアユタヤを陥落させ
た。縁起の仏暦 2307 年 (西暦 1764 年) に動物が数えきれないほど死ぬというのは，アユタヤ
陥落の様子を表象していると考えられる。
最後に，縁起によるとアユタヤのムアン・ノーンソーンが捨てられた年は仏暦 2325 年 (西













ンを統治した。そして亥年にはノーンサノーンにまた生まれるだろう。…… [NA. R. Ⅴ.





を持つスリニャウォンサー王 (在位 1637-94) だと考えられる｡13) スリニャウォンサー王は，
↗13) ターオ・タムミカラートについて，それを「法を奉ずる王｣=転輪聖王という普通名詞ではなく，























































3000 年 全ての人の寿命は 100歳までへり 良きこと少なし 下劣な者が極度に生まれ 年
の終わりは不確か…… 仏暦 4000 年 全ての人の寿命は 50歳までへり……」[NA. R. Ⅴ. Mo.




徳者の反乱」に関する報告書には「モーラムは格言 (Kham Phaya) としての謡を通じて，有
徳者が東から現れること，古き主は権力を失うこと，宗教も終わりを迎えることなどを語っ













































5 月には様々なことが起こり，たとえば黒分第 4 日には，「有徳者」が金銀をたずさえて救
済に訪れる。だからもし，魚が食べたければテンブスの木 (Ton Manpla) を植えればよい。
そうすれば，木は魚に変わる。
また，積徳行をしていれば回避できるが，もしそれを怠っていれば 3 月の第 15 日に鬼の呼
吸は猛烈な嵐となり，人々は吸いこまれて食べられてしまう。4 月の黒分第 10 日までに 5両






































































ンサム村へ行かなくてもよい。ここにおいても，悪業のピー (Phi Baap) を洗い流し，悪
業を絶つこと (Tat Kam) はできるようになった。こうしてノーンサム村へ行く人は徐々








……特別な者 (=｢有徳者｣ ※筆者註) は目が見えない者を治すことができる。死者をも
16) タイでは聖水が大きな役割を果たす。たとえば，王の聖化の過程ともいえる即位式では，力が王の
全身に及ぶように念じながらこれを全身にこすりつける [Wales 1931: 75]。つまり，聖水は単に浄
化するという役割だけでなく，力を表象しており，水が媒介する呪力と結びついている。
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蘇らせる。金を砂礫に変える。特別な者はゴーン・ゴーイのピーを洗い流す。それはつま
り，天空霊 (Phi Fa) はすべてが嘘であることを意味する。ピーは下位に位置し，すべて
逃げ出すのだ。特別な者は，すべての悪業を洗い流せるのだ。終わりなく繰り返され，特














創世神として描かれたり，17) あるいは『ラーンサーン年代記 (Phong Sawadan Lan Chang)』18)
といった歴史叙述，ラオの祭り19)などに登場したりする。
その中でラオ社会には，病気との関わりで天空霊が重大な意味をもつ儀礼がある。モーラ





ロムの父としてパヤー・テーン (天空神) が立ち現れる [根岸・前田 1994: 15-20; Souneth 1998]。
18)『ラーンサーン年代記』は，Phraya Prachakitchakorachak (Chaem Bunnak) が貝葉文書から転写
したもので，上古からラーマ 1 世までのラーンサーンの歴史が描かれる。『タイ史料集成
(Prachum Phongsawadan)』第 1 巻 1956 年本，pp. 387-432 に収録されている [石井 1999: 292-
293]。
19) たとえば竹製のロケットを空に打ち上げるブン・バンファイ (Bun Bangfai) は，ロケットを天空
霊に奉納することで恵みの雨を願う，雨乞いの祭りである。ラオの中で最古の行事に属し，ラオが
ラーンサーン国を建てた以前からあったものだという[星野 1996: 244]。






























21) Nonglak によると，東北地方において「有徳者」を自称した者は，ウボンラーチャターニー 14人，
シーサケート 12人，マハーサラカム 10人，コラート 5人，ガラシン 4人，スリン 4人，ローイ
エット 3人，サコンナコーン 3人，コーンケン 1人，ナコーンパノム 1人，ウドーンターニー 1人，
チャイヤプーム 1人，ブリラム 1人の合計 60人である [Nonglak 1981: 103-104]。
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